
訓
の

表
記
か
ら
み
た
『
学
語
編
』

ーl辞
書
の
編
集
方
針
と
の
か
か
わ
り
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要

旨
『尚子
一諮
編』
は
釈
大
奥
に
よっ
て
編
纂
さ
れ
明
和
九
年
に
出
版
さ
れ
た。
ハ
ン
ディ
な
小
冊
な
が
ら
約
八
六
OO一部聞
を
収
録
す
る 。
そ
の
見
出
し
一諮
に
付
さ

れ
て
い
る
傍
訓
を
検
討
す
る
と 、
濁
点
が
密
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と 、
か
なづ
か
い
と
も
い
うべ
き
表
記
の
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
こ
と 、
が
明
ら
か
に
な
る 。
か
なづ
か

い 、
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
『
学
諾
編』
の
傍
訓
は
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
な
が
ら
ひ
ら
が
な
文
献
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る 。
本
稿で
は
『尚子
一訟
編』
の
こ
の
よ

う
な
状
況
を 、
本
書
以
前
の、
あ
る
い
は
問
時
代
の
他
の
資
料
と
の
比
較
を
試
み
つ
つ 、
出
版
を
前
提
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
結
論 をつ
け
た。
吋尚子
Z語
編』
の
ほ

と
ん
ど
の
演
目
は
見
出
し

語
と
傍
訓
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り 、

見
出
し

語
の
何
た
る
か
を
示
す
も
の
は
傍
訓
し
か
な
い 、
と
い
う
制
約
の
中
で
こ
の
よ
う
な
表
記
が
選

択
さ
れ
た
と
考
え
る 。

{ま

め

じ

『尚子
語
一綿』一一
巻一一
冊は
釈大
風〈(
享
保四
年一
七
九
享
和
元
年一
八

O一)
の
一編に
な
り 、
明
和
九
年に
出
版さ
れた 。
本
稿はこ
の
『
学
語
編』

につ
い
て
表記
上のい
くつ
か
の
傾
向を
指
摘し、
その
意
味を
考
察
する
も

の
で
ある 。

『
学
語
編』
凡
例に
「
此
編
華
倭
相
嘗ノ
語ヲ
引
出ス」
と
あ
り 、

本
文は

「
筆」
すな
わ
ち
類
書か
らと
ら
れた
語に
「
倭」
すな
わ
ち
日
本
語を
対
応

I 

させ
る 。
そ
れ
は
ほ
と
ん
どの
場
合 、
左
傍
訓に
よっ
て
示さ
れ
る 。
「
繁
冗

ヲ
描伸一ア一
一
本
書ヲ
引サレ
ド

モ」
と
ある
とお
り 、

大
部
分の
項自は
見
出

しと
左
傍に
付さ
れ
る
訓と
だ
けで
構成
さ
れて
い
るの
で 、
上
下二
巻
百
丁

余
りの

小
本で
ある
に
もか
か
わ
ら
ず 、
八
六
七
O語を
収
載
する 。

『尚子
語
編』
の
販
種につ
い
て
は
ま
だ
充
分な
調
査を
行っ
て
お
ら
ず 、
別

に
報
告
するこ
と
と
し
たい
が 、
本
稿の
考
察に
際して、
つ
ぎの
2
点を
指

摘して
お
きたい 。

*
本
学
助
教
授
(
今
野
尚
子)
国
語
学



被
数の
版
種が
あるこ
と

版
木は
同一
で
あるが 、
訂正が
施さ
れて
い
るこ
と

先
述の
よ
うにハ
ン
ディ
で
比
較的
多
数の
語を
収
載して
い
る
た
め
か 、

本
書は
刷りが
重ね
ら
れて
い
るよ
うで 、
こ
れまで
に
十四
本を
調
査して

四
種の
版を
えて
い
る 。
そ
の
四
種
を
書
随時と
融
りと

か
ら
以下
の
よ
うに
呼

ぶ
こ
と
に
する 。
な
お 、
「
明
和
九年壬
肢
九
月」
とい
う
刊
記
はい
ず
れ
に

2 
も
共
通で
ある 。

瀬
尾
版a

瀬
尾
版b

脇
坂
版

瀬
尾
版a-
bは
書
隷名がつ
ぎの
よ
うに
なっ
て
い
る 。

一一
篠
通
堺町
西
入
町

瀬
尾・
小
林
版

瀬
屠
源
兵
衛

堀
部
通
併
光
寺下ル
町

浅
井
庄
右
衛
門

河
南四
郎右
衛
門

瀬
尾・
小
林
版はコ一
番
目の
「
河
南西
郎右
衛
門」
を
糊っ
て

醒
井
通
魚
棚上ル
町

小
林庄
兵
衛

を
入
れて
ある 。
脇坂
版は
さ
らに
「
瀬
患
源
兵
衛」
を
住
所は
その
ま
ま

(2)

 

で「
脇
坂
仙一一
部」と
した
もの 。
司
享
保
以
後
板一克
別
書
籍白
録』によ
れば 、

河
南四
郎右
衛
門は
寛政一一一
年まで
営
業 、
一
方 、
脇
坂
仙ニ
郎は
寛政二
年

か
ら
文
化六
年まで
営
業して
い
る 。
寛政
年
聞に
害
擦が
変わっ
たの
で
あ

ろ
うか 。
さ
らに
脇
坂
版の
裏表
紙に

六
条
花
屋
陀
西
洞
院西へ
入
町
/、氷
回
調
兵
衛

と
ある
もの 、
同じ
く
脇
坂
版の
裏表
紙に

一一一
条通
寺町
間へ
入
町
/丸
屋
善
兵
衛

と
ある
もの 、
同じ
く
「
田
中
盤
専
助」
他六
番
感を
掲
げる
もの
を
見
出

してい
る 。

本
文の
版
木は
同一
で
ある
と
思わ
れ
るが 、
瀬
尾
版a
と
瀬
尾
版b
との

異な
りは 、

本
文に
施さ
れた
修で
ある 。
こ
れ
まで
の
とこ
ろ
瀬
馬
版a
は

下
巻の
みの
架
蔵
本しか
見
出して
い
ない
の
で 、
下
巻の
みの
比
較に
な
る

が 、
こ
れと
同じ
書
態名を
掲
げる
『
唐話
辞
書一類
集』
第十六
巻
所収の
本

と
比
較する
と 、
後
者に
は
七
十
箇所以上
のレ
点が
加え
ら
れて
い
る 。
そ

の
他
見
出し
語の
漢
字の
訂正一
箇
所 、
訓を
加
えた
箇
所一
簡
所 、
訓の
変

更二
簡所の
ほ
か 、
訓のカ
タ
カ
ナ
の
字の一
部
訂正六
箇
所な
ど 、
か
な
り

細か
く
手が
加え
ら
れて
お
り 、
こ
れ
らは
すべ
て
瀬
尾・
小
林版 、
脇坂
版

に
も
う
けつ
が
れて
い
る 。

こ
れ
らの
修が
どの
よ
う
な
意
図で
施さ
れたの
か
につ
い
て
の
考
察は
捲

くと
して、
こ
こ
で
は 、
訂正が
加え
ら
れて
い
るこ
と
と 、
その
訂正が
本

稿で
扱う
訓の
か
なづ
かい
や
潟
点に
は
か
か
わっ
て
い
ない
こ
と
を
確
認し

て
お
金」たい 。

Z 

濁
点
に
つ
い
て

『尚子
語
編』
を
な
が
め
てい
て
気づ
くの
は 、
訓に
比
較
的
密に
潟
点・
半

濁
点が
付さ
れて
い
るこ
とで
ある 。
比
較的 、
とい
う
その
程
度が
問
題に

は
な
るの
だが 、
見
出し
語八
六
七
O語に
付さ
れたのベ
六
O一一
O語の
訓

の
中 、
潟
点に
何らかの
故
障と
お
ぼ
し
き
もの
が
み
ら
れ
る
語が
約五
十
語

で
0・
八一ニパ
ーセ
ン
ト

に
あた
る 。
版
本の
場
合 、
刷りを
重ねて
版
木が

磨
滅し、
潟
点が
失わ
れて
し
ま
うとい
う
可
能性は
充
分に
考え
ら
れ
る 。

したがっ
て
濁
点が
もと
もと
なかっ
たの
か
ど
うか
は
慎重に
調
査し
な
け

れば
な
ら
ない
の
で
あるが 、
五
十
語とい
う
数は
今
後の
調
査に
よっ
て
減



るこ
と
は
あっ
て
も
増
え
るこ
と
は
ない
し、
多い
と
はい
え
ない
で
あ
ろ

う 。
し
か
も
その
う
ちの
五
例は
本
来必
要の
ない
箇
所に
濁
点が
付さ
れて

い
る
例で
ある 。

上二
十一
オ

貧寸
〈マ
ヅ
ジ
キニ
ン
ブ〉

厨
官〈ダ
イ
ドゴ
ロ
ヤク〉

間
道
綿
布〈タ
ヅ
ジマ
モ
メ
ン〉

下
十ニ
オ

骨
董
箱
〈ウ
チコ
ミパ
ゴ〉

下二一
十二
オ

千
蒲
〈カ
ウ
ラ
イゼ
キジ
ヤ
ウ〉

下
四
十一エオ

もとよ
り 、

すべ
て
の
濁
音を
濁
点によっ
て
表記
するこ
と
は 、
明
和
九

年に
刊
行さ
れたこ
の
小
本に
望むべ
く
もない 。
し
か
し
た
と
えば
本
書が

引用
書と
し
て
凡
例に
掲
げて
い
る
『
名
物六
帖』
と
比
較
する
と
き 、
『尚子

一語
編』
に
は
『
学
語
編』
な
りの

意の
用い
方を
み
て
と
るこ
と
が
で
きる 。

こ
こ
ろみ
に
『
名
物六
帖』
器
財
筆か
ら
文
房四
宝にか
か
わ
る
訓を
な
が
め

て
み
る 。
吋
名
物六
帖』
「
筆研
紙墨
門」
に
「フ
デ」
は
複
合
語
等を
含め
て

のベ
二
十
九
例み
える
が
すべ
て
「フ
テ」
と
濁
点を
伴わ
ない
形で
ある 。

「ス
ズ
リ」
はのベ
三
十
八
例み
え
る
が
すべ
て
「ス、
リ」
で
あ
る 。
一
方

の
『
学
語
編』
は
原
則則と
して
同じ
訓を
もっ
語は
最
初の
見
出し
語に
付制

して
代
表させ
るの
で 、
同形の
訓は
少ない
が 、
下
巻
文
具
類に
「フ
デ」

はのベ
十
九
例み
える 。
こ
の
う
ち一
例
「フ
テパ
コ」
の
みが
「テ」
の
濁

点を
欠
く 。
また
「ス
ズ
リ」
は
七
例
ある
が
すべ
て
「スマ
リ」
で
ある 。

こ
の
ほ
か 、
『
名
物六
帖』
可尚子
語
編』
両
書に
共
通
する
訓 、
あるい
は
共
通

の
見
出し
語に
付さ
れた
訴か
ら
濁
点にか
か
わ
る
もの
を
拾っ
て
み
るとつ

ぎの
よ
うで
ある

)
内は
用
例
数ま
た
は
見
出し
語 。
以
下
問じ) 。

『
名
物六
帖』

設iIの表記か ら みた 『学語編』

『尚子
語
編』

ダ
ウサ
ガミ

上二
十八ウ

( f、、

ダ
ウサ
カ
ミ

(6)
タ
ウサ
カ
ミ

(1)

グ
ル
ワヒ
トス

ヂ
(
単
辺)

グ
ル
リフ
タス
ヂ
(
讐辺)

ヒ
トス

チノ
ケ
イ
(
単
辺)

フ
タス
チ
ケ
イ
(
饗辺)

ハ
フ
グ

ハ
ウグ

シユ
ズ
ミ

シユ
ス
ミ

シロ
ズ
ミ

シ
ロ
ス
ミ

『
名
物中ハ
帖』
の
「ダ
ウ
サ
ガ
ミ」

七
例の
う
ち
六
例が
「ダ」
と
する
点

か
ら
も
『
名
物六
帖』
が
潟
点を
使用し
ない
わ
けで
は
ない
こ
と
は
明
らか

で
ある 。
事
実 、
「ケ
イニ
テ
ジ
ヲカ
ク」
「ソゼ
ウカミい
「フユ
ゲ」
「コ
シ

ゲ」
な
ど 、
淘
点を
付し
た
例
も
多
数
見い
だせ
る 。
し
か
し、
「カ
ミ
ノ
ツ

キ
テ
ヲ
ツ
グ」
(「
詰
接
紙
縫」)
「ツ
キ
テ」
「カ
ミ
ヲツ
ク」
な
ど 、
濁
点が

期
待
さ
れ
る
とこ
ろ
に
ない
こ
と
も
多
く 、
『
名
物六
帖』
は
濁
点の
使
用に

つ
い
て
恋
意的で
ある
と
み
え
な
く
も
ない 。
い
ま 、
比
較の
対
象と
して
選

ん
だ
器
財
筆は 、
吋
名
物六
帖』
の
中で
も
もっ
と
も
阜く 、
享
保十二
年に

出
版さ
れて
い
る 。
『
名
物六
帖』
の
刊
行は
四
次
百二一
十
年に
わ
たっ
て
い

る
か
ら 、
時
代
的
な
制
約を
考
えて
『
学
詩
編』
に
近い
宝
永六
年に
出さ
れ

た
人
事
議をみて
も 、
状
況は
そ
れほ
ど
変わ
ら
ない 。
『
名
物六
帖』
に
は

統一
的に
濁
点を
施そ
うとい
う

姿
勢が
うか
が
え
ない
の
で
ある 。
こ
こ
で

「尚子
語
編』
と
『
名
物中ハ
帖』
と
の
濁
点の
施し
方に
関し
て
優
劣を
断じ
る

つ
も
りは
ない 。
こ
こ
に
あ
げた
濁
点の一
事は
両
者の
い
き
方の
相違を
示

し
て
い
る 、
と
と
ら
えるべ
きで
あろ
う 。
『
名
物六
帖』
は
刊
行さ
れた
入

譲だ
けで
二
十一
冊とい
う
大部の
書で
ある 。
判
型
も
司尚子
語
編』
よ
り

大

きい 。
に
もか
か
わ
ら
ず一
丁に
収め
ら
れた
見
出し
語の
数は
吋
学
語
編』

よ
り
も
ずっ
と
少ない
の
で
ある 。
こ
れは
「
名
物六
帖』
の
各
項目が
原
則

と
して
見
出し
語と
その
右
傍
(ま
れに
在
傍)
に
添
え
ら
れた
「
講」
と
そ

し
て
出
典を
明
示
し
た
用
例に
よっ
て
構
成さ
れて
い
る
た
め
で
ある 。
可
名

3 



物六
帖』
に
とっ
て
出
典を
明
示
するこ
と
に
は 、
単に
用
例を
示
す以
上
の

積
極的な
意
味が
あっ
た
と
み
るべ
きで
あり 、
同
時に
「
名
物六
帖』
を
使

う
側も
そ
れを
期
待し
てこ
の
蓄を
絡い
たこ
とが
予
想さ
れる 。

一
方の
吋尚子
一諮編』
は
前
述の
とお
り 、

ほ
と
ん
どの
項目が
見
出し
語と

訓との
みで
構
成さ
れて
い
る 。
つ
ま
り 、
ある
見
出し
語が
何で
ある
か
を

示
す
もの
は
ほ
と
ん
どの
場
合
部だ
け 、
とい
うこ
と
に
な
る 。
当
然 、
割に

意を
用い
ざ
る
を
えな
く
な
る 。
そのこ
と
はい
ろい
ろ
な
面か
ら
うか
が
え

るで
あろ
うが 、、得
点につ
い
て
もその
点か
らと
ら
えるべ
きで
あろ
う 。

さ
きに
掲
げた
「マ
ヅ
ジ
キニ
ン
ブ」
「ダ
イ
ドゴ
ロ
ヤク」
な
ど
は
直
前ま

た
は
直
後の
潟
点にひ
か
れた
結
果 、
過
剰に
濁
点が
施さ
れた
例で
ある 。

そこ
に
は
濁
点を
可
能な
限り
付そ
うと

する
姿
勢をみ
るこ
と
が
で
きる 。

「ピ
ン
ボ
ダ
イ
ジン」
「ク
ピ
ス
ヂ
ノ
ク
ボ
ミ」
「ミ
ヅ
デツパ
ウ」
な
ど 、

とつ
の
訓の
ゆに
数カ
所の
濁
点を
含むこ
れ
らの
訓に
正
確な
潟
点が
付さ

れて
い
るこ
と
を
みて
も 、
『尚子一訪問
編』
が
濁
点を
加
え
る
の
に
意を
用い
て

い
たこ
と
が
うか
が
えるの
で
ある 。

表
記
の
統一
に
つ
い
て

カ
タ
カ
ナで
表
記
さ
れ
る
語につ
い
て
か
なづ
かい
とい
う
呼び
方が
妥
当

か
ど
うか
は
ひ
と
ま
ず
措く 。
カ
タカ
ナ
が
か
なづ
か
い
の
埼外にお
か
れ
る

と
すれば 、
ひ
らが
な
よ
り
も
表
音性が
強い
と
意
識さ
れ 、
表記の
噴
習の

呪
縛か
らは
比
較的
自
由で
あっ
た
た
め
と
思わ
れるが 、
写
本にお
けるつ

ぎの
よ
う
な
例は
ま
さ
に
時
外で
ある 。
『
応
氏
六
帖』
器
用
筆か
ら
例を
掲

げて
み
る 。
『
応
民中ハ
帖h
写
本
九
本を
比
較
する
と
た
と
えば
「
橋衣」
に

対する
訓はつ
ぎの
よ
うに
なっ
て
い
る 。

カコ
オ、
ヒ

清
水
本

静
嘉堂
本

山
田
本・
無
窮
会本・
早大
本

神
宮
本・
黒川
本・
多和
本

長
沢
本

ち
な
み
にこ
の
語は吋
名
物六
帖』
で
は「カコ
ノ
ヲ
ホヒ」 、
吋
雑
字
類
編』

で
は
「カゴ
ノ
ヲ
ホ
イ」
と
ある 。
も
う一
つ
倒を
あ
げ
る 。
「
都
競」
につ

カゴ
オ
ホヒ

カコ
オ
ホヒ

カコ
ヲ
ホヒ

カゴ
ヲ
ホヒ

い
て
はつ
ぎの
よ
うに
なっ
て
い
る 。

ォ、
ヵマ
ノ
ク
ト

清
水
本・
無
窮
会本

静
嘉堂
本

長
沢
本・
黒川
本

神
宮
本

山
田
本

早大
本

多
和
本

4 

ヲ、
ガマ
ノ
ク
ド

ヲ、
ヵマ
ノ
ク
ド

オ
ヲ
ガマ
ノ
ク
ド

ひ

オフ
カマ
ノ
ク
ト

オ
ホ
ガマ
ノ
ク
ド

オ
ホカマ
ノ
ク
ド

「カゴ・
カコ」
「カマ・
ガマ」
「ク
ド・
ク
ト」

につ
い
て
は
前
節に
属

するこ
とが
らで
あるか
らこ
こ
で
は
ふ
れ
ない
と
すれば 、
こ
こ
で
開
題に

すべ
きは
「オ
オ
(ま
た
は
オ
ー

ご
とい
う
音の
連
続をど
う

写
し
て
い
る

か 、
で
ある 。
『
応
氏六
帖』
写
本
九
本で
実に
六
通
りの

表
記を
得る 。
「
イ」

を
「ヒ」
で
写して
い
る
とい
う

傾
向を
指
摘で
きる
に
して
も
「オ
i」

に

つ
い
て
はオ・
ヲ・
ホ
を
用い
て
考え
うる

表記の
可
能性の
う
ち
「ヲ
オ」

以
外の
すべ
て
が
出そ
ろっ
て
い
る 。
その
う
えに
「オフ」
まで
が
加わっ

てい
るの
で
ある 。

翻っ
て
版
本を
み
る
と 、
こ
の
よ
うな

極端な
例は
み
られ
な
く
な
る 。
も

ちろん
全編に
わ
たっ
て
揺る
ぎない
原
理で
統一
さ
れて
い
る
な
ど
とい
う

こ
とは 、
満
点の
場
合と
同
様
望むべ
く
もない
の
で
あるが 、
間じ
語は
同



じ
形
で
表
記
し
よ
う
とい
う
意
識
を
み
て
と
るこ
と
が
で
き
る 。
こ
こ
で
は

『
学
語
編』
の
和
語の
表
記
に
み
ら
れ
るこ
の
よ
う
な
意
識につ
い
て
指
摘し

て
お
きたい 。

ま
ず
「ヒ」
の
使用につ
い
て
考えて
み
る 。
さ
きほ
どの
「
覆ひ」
につ

い
て
『応
氏六
帖』
写
本で
指
摘で
きる
唯一
の
傾
向は
「イ」
を
「ヒ」
で

写して
い
るこ
とで
あっ
た 。
こ
れはハ
行四
段
活
用動詞の
連
用形で
ある

が 、
『
学
語
編』
の
例を
み
て
も 、

アマ
ォ、
ヒ

上
十三オ

上
十三オ

ヒ
ォ、
ヒ

マ
ツバ
ノヒ
ォ、
ヒ
上
十三オ
ヒ
オ、
ヒ
ノ
タ
ケアミ
上
十一一一
オ

(
右
訓)

ヨ"の袋記か らみた 『学語編』

下
十
九ウ

ク
ワシ
ォ、
ヒ
下一一
十五ウ

下二
十
九ウ

ウ

フロ
オホ
ヒ

ォ、
ヒ

二
十
四ウ下

クヒ
モ
ノ
ォ、
ヒ

オホ
ヒ

と九
例が
「ォ、」
「オホ」
の
異な
りは
ある
もの
の 、
「ヒ」
で
は一
致

し
て
い
る 。
こ
れ
は
「ォ、
ヒ
ッ、
ム」
(
上
四
十二
オ)
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
動詞
「
覆ふ」
連
用形か
らの
表
記で
あろ
う 。
こ
れはひ
らが
な
の
文
献

で
は
伝
統
的かつ
ご
く一
般
的な
傾向で
あ
り 、
い
ろい
ろ
な
調
査で
すで
に

指
摘さ
れて
い
る
とこ
ろで
ある 。
例
外的に「一一百ふい
の
連
用形の
み
に「イ

、」
が一一
例み
ら
れ
る 。
「一一=ロふ」
を
含
む
訓を
すべ
て
掲げて
お
く 。

上
回
十一
オ

上
四
十

ム
ツ
トシ
テヱ
イハ
ヌ

ム
ン
ム
トシ
テヱ
ィ，ハ
ヌ

オ

イヒ
ヒ
ラ
キ

上

ウ

シ
サ
イ
ラシ
キモ
ノ
イヒ

上
回
十オ

ィ、
カ
ケス
ル

上
回
十ウ

上
回
十ウ

ィ、
ハ
ル

ヤ
ダヲ
イフ
テチン
ズ
ル
上
回
十ウ

ハ
ッ
トシ
タコ
ト
ヲ
イフ
テマ
ル
上
四
十ウ

イ
ケン
ヲ
イフ

上
四
十ウ

上
回
十ウ

上
回
十ウ

上
回
十ウ

ウ
ソ
ヲ
イフ

ア
リ
ヤ
ウヲ
イフ

ネンゴ
ロニ
イフ

ヤワ
ラ
カニ
イフ

上
回
十ウ

上
四十一
オ

ワ
ヤ
/\イフ

トシ
ヲヘ
シ
テ
ィフ

ウ

トシ
ノ
カサ
ヲ
イフ

ウ

以
上
全一
十六
例で
あ
る、が 、
「イハ」
二
例 、
「イヒ」一一
例 、
「イフ」
八

例 、
「ィ、」一一
例 、
「イフ
テ」一一
例と
なっ
て
い
る 。
十
四
例が
活
用
語尾

に
「ハ・
ヒ・
フい
を
用い
て
表
記
する
中で
「ィ、」一一
例は
や
は
り

例
外

で
あろ
う 。
ま
た 、
「
いこ
の
開
題か
らは
は
ず
れ
る
が 、
「
連
用
形+
テ」
の

(3)

 

音
便
形を
「イフ
テ」
と
表
記して
い
るこ
と
もみの
が
せ
ない 。

『
学
語
編』
で
はこ
の
傾
向がつ
ぎの
よ
う
なハ
行
以
外の
動
詞
に
も
及ん

でい
る 。

5 

ソ
ノパヘ
ユ
ヒ
テ
ギン

上
三
十一
ウ

踏
勘

名
単

守
併

機
数

下二
十
八オ

い をつ
れ
もカ
行四
段
動詞
連
用形の
イ
音
使で
ある 。
こ
の
表
記の
例
外と

ナマヘ
ヲカヒ
テハ
ル
下回
オ

下十
五ウ

ツヒ
テ
ヰテ
サ
イ
ソ
ク

ツヒ
テカ
ゾヘ
ル

して

下中ハ
オ

の
ふ
たつ
が
ある 。
「ヒ
ヒ
テ」
ま
た
は
「ヒ、
テい
とい
う

形のヒ
の
連

続がこ
の
語を「といで
表
記
するこ
と
を
と
どめ
た
理
由で
ある
と
考える 。

さ
きほ
どの
例
外
「ィ、」
と
と
もに
「イ・
ヒ」
に
か
か
わっ
て
い
るこ
と

は
偶然で
は
ない
で
あろ
う 。

コ
ヲヒ
イテ
ウツ
カミ
下
六オ

ラフ
ヲヒ
イよア
ウツ



煩
t禁

さ
らに
注
目
すべ
きは
つぎの
よ
う
な
例で
ある 。

コ
ウ
ギノコ
ト

ォ、
ヒ
(上三
十

こ
の
「ォ、
ヒ」
は
「
多い」
で
ある
が 、
亘子
一語
編』
に
はこ
の
よ
うに

形
容詞
型の
活
用
語尾
を「ヒ」で
表記
する
例が
多
数み
ら
れ
るの
で
ある 。

訓に
含ま
れ
る
形
容詞
と
形
容
調
型活
用の
助動詞 、
接尾
語を
抽
出して
示

す 。
ア ，フ
ナヒ

イ
ヤシ
ヒ

ウレシ
ヒ

オモ
シロ
ヒ

カタ
クロ
シ
ヒ

カル
ヒ

キ
タ
ナヒ

ク
サヒ

コ
ソパ
ヒ

コ
マ
カシ
ヒ

シ
ロ
ヒ

ダル
ヒ

ツ
ヨヒ

ナガヒ
ナレ
/\シ
ヒ

ハ
ヤヒ

ヒ
ドヒ

ム
サヒ

ヤスビ

(
1)

 

アマ
シ
ゲ
ヒ

(
1)

 

ウス
ヒ

(l)
 

ォ、
ヒ

(
3)

 

カ
シコ
ヒ

(
1)

 

カ
タ
ヒ

(
1)

 

キ
ツ
ヒ

(
1)

 

キど
シ
と

(
1)

 

クハ
シ
ヒ

(
1)

 

コハ
ヒ

(
1)

 

シハ
ヒ

(
1)

 

タカ
ヒ

(
1)

 

チ
カヒ

(
2)

 

テパ
シ
カ
ヒ

(
1)

 

ナピ

(
1)

 

一
ク
ヒ

(
2)

 

ヒ
ク
ヒ

(
1)

 

た
そ
ジヒ

(
1)

 

ヤカマ
シ
ヒ

(
1)

 

ヨ
ザ
トヒ

オ

(
1)

 

(
1)

 

(
1)

 

(
1)

 

(
2)

 

(
2)

 
(
1)

 

(
2)

 

(
1)

 

(
1)

 

(
1)

 

(
1)

 
(
2)

 

(
1)

 
(
1)

 

(
1)

 

(
1)

 

(
2)

 

(
1)

 

ヨヒ
(
8)

 

ラシ
ヒ
(
2)

 

「ヨヒ」
八
例の
み
見
出し
語と
訓と
を
掲
げて
お
く 。

ア
ル
キヨヒ
上
六オ

ヨヒ
カ
ホ
ス
ル
上三
十六オ

上三
十六オ

上
回
十五オ

好
行

緩
頬

花
面

打
暖

櫨矯
名
勢
撫
拍
豪
強

少
間

ヨヒ
カ
ホ

ナカf
ヨヒ

ヨヒシユ
ニ
ト
リ
イル
上
回十
五ウ

下ニ
ウ

スコ
シコ、
ロ
ヨヒ下二

ウ

ヨヒ
ホ
ドニ
ア
ク
下九オ

こ
れ
らの
例か
ら
終止
形・
連
体形にか
か
わ
ら
ず
「ヒ」
表記が
と
ら
れ

て
い
るこ
とが
わか
る 。
形
容
認
型の
活
用
語
尾
「ヒ」
表
記の
例
外は

上
回十
五
オ

軟 分
飽死

カ
クゴ
ガ
ヨヒ

侠
腹
義
気
タノ
モ
シ
イ

6 

一
例の
みで
ある 。

て
よい 。

ほ
ぼ
統一
的に
「ピ」
表
記が
と
ら
れて
い
る
といっ

ハ
行四
段
動詞
連
用
形
を
「ヒ」
で
表記
するこ
と
は 、
ひ
らが
な
の
世
界

で
は
伝
統
的で
あ
り 、

活
用か
ら
も
類
推
するこ
と
が
可
能で
あ
る 。
し
か

し、
ヵ
行四
段
動詞イ
音
使
や
形
容詞の
活
用
語尾の
「ピ」
表記は
吋
学
語

編』
の
「
活
用」
とい
う

枠が
よ
り

強く
大
きい
こ
と
を
明らか
に
する 。
さ

きほ
どの
「ヒ
イテ」
とい
う
例
外は 、
こ
の
活
用
語
尾
「イ」
を
「ヒ」
で

表記
するとい
う
原
則と
その
具
体
的な
あらわ
れと
が
衝
突し、
原
則別が
く

ず
れ
た
例 、
と
み
るこ
と
が
で
きる 。
さ
らにい
えば 、
「
イフ
テ」
の
よ
う

な
音
便
形 、
「タカ
ビ
ヒ
ク
ヒ」
(「タカ
シ
ヒ
クシ」
で
は
な
く)
とい
う
活

用
語尾が
み
ら
れ
るこ
と
を
もっ
て
『
学
語
編』
の
訓の
性
格と
して
位
壁づ

けるこ
と
も
可
能で
ある 。
その
よ
う
ない
わ
ば
規
範
的で
は
ない
訓の
表
記



を
統一
し
よ
うとい
う
姿
勢を
本
書は
みせ
るの
で
ある 。

つ
ぎに 、
四つ
が
なに
か
か
わ
る
表
記につ
い
て
み
る 。

は
初

め
に
述べ
た
よ
うに
明
和
九
年とい
う
刊記を
もっ
て
お
り 、

四つ
が
な
は
純

粋に
表記
上の
問
題で
あっ
た
と
考え
ら
れ
るが 、
ほ
と
ん
ど
ゆ
れが
ない 。

といっ
て
も四つ
が
なにか
か
わ
る
語は
大
部
分が一
1二

例の
もの
ば
か
り

で
あるが 、
その
中で
五
例以
上の
用
例を
もつ
もの
を
挙
げて
お
く 。

オ
ヂ・
ヲ
ヂ
(一
入)

ス
ヂ
(一
七)

ヂ
イ
(
5)

 

ヂ
ク
(
7)

 

ツ
ヂ
(
9)

 

モ
ヂ
(
5)

 

ヨ11の表記か ら みた 『学語編』

スマ
リ
(
7)

 

( 一一一、、J

サ
カ
ヅ
キ
(
9)

 

カ
ヅ
ラ

(8)
 

ネヅ
ミ
(
9)

 

ツぐ
ク

ヅ
(四
七)

ゆ
れが
み
ら
れ
るの
は
「クズ・
ク
ヅ」
の
み
で
ある 。
「ウロ
グ
ヅ

つ
い
て
で
は
あるが
室町
期に
すで
に
ゆれが
見
られ
る
とい
う

報
告が
ある

(4)

 

こ
と
も
言い
添えて
お
く 。

ク
ヅ
ヤ
上十
オ下十一

カミ
クズ

下 下
十 六
六 ウ
ウ

クJヅ
ヌ
ノ

オ

セ
ン
ク
ヅ

ヲ
ガク
ヅ
下一一
十一
オ

表
記
の
統一
に
つ
い
て

表
記
や四つ
が
な
に
比べ
る
と 、
こ
こ
で
と
り
あ

げる
「オ・
ヲ・
ホ」
は
同じ
意
味で
の
統一
が
ある
と
はい
い
が
たい 。
ゆ

れの
み
ら
れ
る
語を
さ
きに
掲
げる
な
ら 、

(
大)
i

前
節で
みて
きた
ヒ

オ

/\ 

オホ
ー
(
3)

 

ォ、
ヒ
(8)
 

オ
ホヒ
(2)
 

オ
グ
(
置)

ヲ
ク
(8)
 

(
6)

 

オン
ナ
(一
九)

ヲン
ナ
(2)
 

(
遠)
(}

(8)

とい
う
ぐ
あい
で
ある 。
「
魚」
にい
たっ
て
は
「ウ
オ」
(1) 、
「ウヲ」

(8) 、
「ウホ」
(2)
と三
通
りに

表記
さ
れて
い
る 。
オ・
ヲ・
ホ
に
関し

て
は
用
例が
多い
ほ
ど
ゆ
れが
み
ら
れ
る
といっ
て
も
過一一一一口で
は
ない 。
その

中で
表
記に
ゆ
れが
み
ら
れ
ない
もの
と
して

助詞ヲ
ト
ヲ

トホ
ー

(2)
 

(一一
九)

ア
ヲ

(一
九)

を
あ
げるこ
とが
で
きる 。

サ
ホ
( 一
一一一、、_./

カ
ホ

オ・
ヲ・
ホ
に
関して
はこ
の
よ
うに
ゆ
れが
み
ら
れ
るこ
と
を
述べ
た
う

えで 、
こ
こ
で
は
さ
らにひ
とつ
のこ
と
を
指
摘し
たい 。
そ
れ
は 、
「オ」

は
語
中
罵に
は
ほ
と
ん
ど
用い
ら
れて
い
ない
とい
うこ
とで
ある 。
「
覆い」

の
例で
すで
に
み
た
よ
うに 、
もちろん
複
合
語の
場
合には
結
果と
して
語

中
尾
に
も
用い
ら
れ
るこ
と
に
は
な
るの
で
ある
が 、
「アマ
ォ、
ヒ・
ヒ
オ

7 

、
ヒ・
マ
ツパ
ノヒ
ォ、
ヒ」
な
どの
例か
ら
「ォ、
ヒ」
を
抽
出
するこ
と

は
容
易で
あろ
う 。
こ
の
よ
うな

例で
は「ォ、
ヒ」
を一
語と
して
と
ら
え 、

「オ」
は
語
頭に
使用さ
れた
と
考えるこ
と
と
する 。

オ
を
表
記
する
た
め
の「ホ」は
当
然なが
ら
語
中尾に
し
か
存
在し
ない 。

一
方
「ヲ」
の
ほ
うは

すで
に
掲
げた
「ヲ
ク・
ヲン
ナ・
トヲ・
ア
ヲ」
な

どの
例か
ら
も
明
らかで
あるよ
うに 、

語
頭 、
語
中尾に
か
か
わ
ら
ず
用い

ら
れて
い
る 。
とこ
ろが
「オ」
は 、
「ハ
オ
リ」
「ウ
オ」
の一一
語を
例
外と

して
語
中尾で
は
用い
ら
れて
い
ない 。
こ
の
う
ち
「ウ
オ」
に
は
「ウ
ヲ・

ウホ」
が
ゆ
れ
と
し
て
存
在
するこ
と
は
すで
に
述べ
た 。
「ハ
オ
リノ」
に
も



つ
ぎの
よ
うに
「ハ
ヲ
ワ」
とい
うか
た
ちが
存
在
するこ
と
も
あ
るい
は
偶

然で
は
ない
か
もし
れ
ない 。

下二
十ウ

ハ
ヲ
リ

下十一一
ウ

こ
の
よ
う
な「オ」
の
も
ちい
か
た
は
『和
歌
大
綱』
の
「上に
か
くお」

を
想
起させ
る 。
た
だし
「
下に
か
く
を」
は
あて
は
ま
ら
ない
が 。
開じ
自

で
さ
らに
良子
語
編』
を
な
が
め
ると 、
用
例
数は
少ない
が 、

につ
い
て
も同じこ
と
を
指
摘で
きる 。

ク
ワ
ジパ
オ
リ

エ」
と「ヱ

ア
カエ
ンパ
(1)
 

コ
こL

(古戸)

(1)
 

シ一フハ
エ
(1)
 

スエ
(
3)

 

ツ
ニL

(
5)

 

ツ
クエ
(
6)

 

ナエ
ム
シロ
(1)
 

フ
ニL

(
2)

 

モエ
ギ
(
4)

 

三己

(
餌)

三己

(1)
 

(
柄)

(
5)

 

ヱ
{Jヌ
(
2)

 

ヱ
ク
ボ
(1)
 

ヱ
、J

(
色川)

(
色川)

(
2)

 

(1)
 

三己

タ

(
2)

 

コ三

ビ
(
7)

 

三こ

ヒ
ヱ
フ・
ヱ
ヒ
(
酔)

ヱaフ
ナ
(
l)

 

(
7)

 

ヱ
リ

(
4)

 

三こ

り

(
魚)
(1)
 

(
肥)
(1)

語頭で
は
もっ
ぱ
ら
「ヱ」
が
用い
ら
れて
い
るの
に
対して、
語
中尾で

は
「エ」
が
用い
ら
れて
い
る 。
例
外は
「コ
ヱ

一
例の
みで
ある 。

コ
ヱ

(
肥)」

位

置

づ

{す

前
節まで
に
例を
挙
げて
述べ
て
きた
『
学
語
編』
表
記上の
こ
れ
らの
傾

向
は
どの
よ
うに

位
置づ
け
ら
れ
るの
で
あろ
うか 。
『
名
物中ハ
帖』
の
濁
点

が
恋
意的で
あるこ
と
につ
い
て
は
すで
に
言
及し
た 。
こ
こ
で
は吋
学
語
編』

と
ほ
ぼ
同じ
時
期に
成立
し
た
『
雑
字
類
編』
を
や心
と
し
たい
くつ
かの
議

との
比
較を
試み
たい 。
『
雑
字
類
編』
は
多
くの
節用
集と
向
様 、
語の
第

二子の
イロハ
別に
語を
集め 、
意
義
分
類
する
とい
う

構
成
をと
る 。
こ
の

イロハ
順の
検
索は
訓によっ
て
い
る
た
め
割に
は
排列の
基
準と
しての
役

割が
与え
ら
れ 、
同
時に
そ
れ
な
りの

配
騒が
な
さ
れてい
るこ
とが
当
然
予

想さ
れ
る 。
そこ
で
ま
ず
前
節で
取り
あ
げた早
と
そ
オ
とヲ
に 、
イ
と
牛

を
加えて
状
況が
どの
よ
うに
なっ
て
い
るか
につ
い
て
み
る 。
検
索の
基
準

と
して
の
イロハ
の
中でこ
の一一一
組はつ
ぎの
よ
うに
扱わ
れて
い
る 。

ヰ

見以
類と
して
イ
に
吸
収さ
れ
る

ヱ

見
江
部と
してエ
に
吸
収さ
れ
る

オ

見
遠
類と
してヲ
に
吸
収さ
れ
る

そして
『
雑
字
類
編』
に
は
原
則と
して
「ヰ・
ヱ・
オ」
で
始ま
る
訴は

ない 。
原
則と
し
て、
とい
うの
は
「オ
ホ
ヒパ
チ」
(ヒ
四オ)
の
よ
う
な

例が
あるか
らで
ある 。
しか
しこ
れは
「
火
燈」
の
下
に
細
字で
示
さ
れ
る

小
見
出し
「
元
嬢」
に
付さ
れた
訓で 、
検
索には
か
か
わっ
て
い
ない 。
こ

の
よ
う
な
吋
雑
字
類
編』
の
方
針は 、
実は
すで
に
古
本
節用
集に
もみ
ら
れ

(5)

 

る
もの
で
ある 。
イロハ
によ
る
検
索の
た
め
に
は
合理
的な
もの
で
ある
と

い
うこ
とがで
きる 。
あるい
はカ
タカ
ナが
か
なづ
かい
の
坪
外に
あっ
た

とい
うこ
と
もこ
の
よ
う
な
方
針を
可
能に
し
たの
で
あろ
うか 。
その
中で

享
保二
年に
刊
行さ
れた『
和
漢
音
釈
書言
字考
節用
集』
は「イ」
部に「イ」

「牛」
の二
様の
表記を
掲
出
する
点で
他とは
異な
る
動
きをみせ
る 。
『書

一一=口
字考』
は
意
義
分
類を
第一、
イ戸ハ
順守}
第二
の
排列
基
準と
して
い
る

が 、
「ヰ・
ヱ・
オ」
は
や
は
り
「イ・
ヲ・
エい
に
吸
収さ
れて
い
る 。
た

だ
し、
「エ」
は
「コ
エ
テ」
で
は
な
く「ヱ
ヒ」
の 、
本
来は「ヱ」
で
あ
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るべ
きとこ
ろに
置か
れて
い
る 。
そ
して
「イ」
部の
中に「イい
と「牛」

とが
混
在して
い
る 。
巻七
器
財
築か
ら
例を
掲
げる 。

ぎの
よ
うで
ある
(
訓の
み
を
あ
げる) 。

一
丁一衰の
項目はつ

イシ
ウチ
ノソ
ヤ

イシ
キ
リノ
ミ

イシ
ズ
リ

イシ
メ

イシ
ビ
ヤ

イ
タッ
ク

イシ
ツ
キ

イカ
モ
ノ
ヅ
ク
リ

ヰギ

イク
サ
ツず
ミ

ヰン
ス

ヰン
キン

ヰン
シ

ヰンパ
ン

ヰン
ショ
ウ

ヰンニ
グ

ヰンロ
ウ

ヰン
カ

設!Iの表記か らみた 『学誘編』

ヰンハ
ン

ヰン
ホン

ヰシ
ヨ

(左)

牛シ
ヨ

ノコ
ス
フ
ミ

「エ」
「オ」
につ
い
て
こ
の
よ
うなこ
と
は
み
ら
れ
ない 。
こ
の卦一聞
きわ
け

の
意
味につ
い
て
考
察するこ
と
は
本
稿の
範
囲を
超
えるが 、
右の
よ
う
な

「
イ」
部の
状
況は
翠百一言
字
考』
が
検
索の
た
め
の
合
理
主
義に
徹し
き
れ

なかっ
たこ
と
を
うか
が
わせ
る 。

意
義
分
類の
み
を
排列の
基
準と
する
『
学
語
編』
は 、
訴の
表記に
関し

て
検
索の
た
め
に
統一
をは
か
る
必
要は
な
かっ
た 。
に
もか
か
わ
ら
ず
『学

語
編』
の
訓の
表
記に
は
前
述の
よ
う
な
統一
へ
の
姿
勢が
み
ら
れる 。
もち

ろん
倍々
の
語の
単
位で
の
統一
も
当
然み
ら
れ
る 。
し
か
し
偲々
の
語をこ

えた
活
用や
佼
置を
意
識し
た
さ
らに
大
き
な
原
理
をめ
ざ
す
もの
で
あるよ

う
に
思わ
れ
る 。
い
い
か
え
れ
ば 、
語を
単
位
と
し
た
か
な
づ
かい
で
は
な

く 、
もっ
と
大
きく
音とカ
ナ
との
結びつ
きをシ
ス
テマ
ティ
ッ

ク
に
と
ら

えよ
うと
する
原理が
うか
が
えるの
で
ある 。

豆子
一詩
編』
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢は 、
少
な
く
と
も
『
応
氏
六
帖』
の
よ
う

な
写
本で
は
な
く 、
「
出
版」
を
意
図し
た
とこ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あろ

ぅ 。
『
名
物中ハ
帖』
で
も
出
版を
前
提と
し
た
見
蓋しが
行わ
れて
い
るこ
と

〈6)

につ
い
て
は
すで
に
考
察したこ
とが
ある 。
『
学
語
編』
の
意
留は
吋
名
物六

帖』
と
は
ま
た
異な
る
とこ
ろに
発
揮さ
れて
い
るの
で
ある 。
濁
点を
付
す

こ
と
も 、
表
記を
統一
するこ
と
も
時
代の
趨
勢とい
えば
い
える 。
し
か
し

その
中に
もこ
の
小
冊の
独
自性をみ
るこ
と
が
で
きる
と
思
うの
で
ある 。

お

り

わ

本
稿は
主と
して
表記の
点か
ら
「
学
語
編』
を
と
ら
え
考
察を
加
えた 。

もと
よ
り

本
書はカ
タ
カ
ナ
表
記の
規
範を
示
すた
め
の
書で
は
な
く 、
ま
た

排
列や
検
索に
も
訓は
か
か
わっ
て
い
ない 。
その
意
味で
こ
の
考
察は
『
学

語
編』
本
来の
資
料
的
位
置づ
けに
まで
立
ち
至っ
て
い
ない
とい
わ
な
けれ

ば
な
ら
ない 。

論
者の
そ
も
そ
もの
出
発
点は 、
凡
例に『
名
物六
帖』を
掲
げる
本
書が 、

実
擦に
『
名
物六
帖』
をどの
よ
うに
う
けつ
い
でい
るの
か
を
明
らか
に
し

たい
とい
うとこ
ろに
あっ
た 。
そ
れを
見
出し
語や
付
訓のレ
ヴェ
ル
で
考

える
な
ら 、
そのこ
と
すら
も
本
稿で
は
達成
さ
れて
い
ない 。
し
か
し、
少

な
く
と
も『
学
語
編』
が
類
書か
らの
単な
る
寄せ
集め
の
よ
う
な
形で
で
き

あがっ
たの
で
は
な
く 、

独
自の
原理に
貫か
れて
い
るこ
と
は 、
訓の
カ
タ

カ
ナ
表
記の
とい
う
点につ
い
て
は
明らか
に
なっ
た
と
考
える 。
そして
そ

れ
は
お
そ
らく
表
記だ
けに
と
ど
ま
る
もの
で
は
ない
で
あろ
う 。
収
載
する

語
に
し
て
も
訓に
して
も 、
吟
味さ
れ
て
い
るこ
と
が
予
想さ
れ
る 。
た
だ

し、
下
巻の
修か
ら
考える
と 、
ま
だ
手を
入
れ
る
余
地は
あっ
た
よ
うで
あ

るが 。
し
か
し
最
初に
確
認し
た
よ
うにこ

れ
まで
の
調
査に
おい
て
濁
点や

訓の
表
記その
もの
を
訂正
し
た
簡
所は
見
出して
い
ない 。

『尚子
語
編』
は
刷
りを

重ね
た
と
述べ
た 。
本
書の
成
立
と
と
もに 、
本
書
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が
どの
よ
うに
受
容さ
れて
い
た
の
か
とい
うこ
と
も
明らか
に
し
な
ければ

な
ら
ない
問
題で
あるが
そ
れは
今
後の
課
題と
して
お
く 。

註
1

3
子
一議
編
』

は
『
唐
話
辞
書
類
集
h

第
十
六

築
に
影
印
が

あ
る

。

底
本
は
長
調停
規
矩

也
氏
蔵
本 。

今
回
の

調
査
は
主
に

架
蔵
本
の

瀬
尾
版
a

(
下
巻
の
み
)

と
脇
坂
版
と

に
よ
っ

て

行
な
っ

た
。

2

坂
本
宗
子
編

昭
和
五
十
七
年

清
文
裳
刊

3

橋
本
進
吉
博
士
は
『
一

歩
h

に

関
し
て
つ

ぎ
の
よ
う
にヰ
言
及
さ
れ
て
い
る

。

こ

れ
ま
で

綴
名
選
に

注
意
し
た
の
は
和
歌
及
連
歌
を

弄
ぶ

も
の
で

あ
っ

た

鏡 、

俗
語
は

閑
却
せ

ら
れ
た
が

貞
徳
以
来
誹
諮
の

連
歌
が

盛
に
な
り 、

間限
名
透
が

誹

諮
者
に
も
注
意
せ

ら
れ
る
に
い
た
っ

た

事
は

注
意
す
べ

き
事
で

あ
る

。

こ
の

奮

は
主
と
し
て
五
十
音
協
に
よ

り
点
目
相
通
の

理
よ
り
し
て

、

仮
名
遣
を
決
定
し
た

の
で

あ
っ

て
、

な
ひ
て

(
泣)

、

と
ひ
て

(
説)

、

長
ひ

、

み
じ
か
ひ 、

な
ど 、

音
便
の
イ
を
ひ
と
書
く
も
の
が

多
い
に
か
か
は
ら
ず 、

い
と
書
く
べ

し
と
説
き 、

「
無
う

」

な
ど
の
ウ

も
う
が
正
し
い
と
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る 。

(
「
著
作
集
九
・

十
」

九
七
頁)

2ZJ
一誌
編
』

の

状
況
を
こ
の

記
述
に
て

ら
し
て
み
る
と
き 、

『
学
一語

価恕

の
カ
タ
カ
ナ

表
記
は
む
し

ろ
こ
こ
で

記
述
さ
れ
て
い
る

世
界
の
ひ
ら
が
な
表
記
に

通
ず
る
も
の
と

と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る

。

4

今
野
真
二

平
田
額
資
料
と
し
て
の

大
山

祇
神
社
連
歌

||
四
つ

仮
名
に
つ

い
て

||」
『
早
稲
自
民
本
語
研
究
』

創
刊
号

5

多
く
の

古
本
節
用
集
が
イ
ロ
ハ

順
で
は

あ
る
が
四
十
四

門
に

分
か
た
れ
る
こ
と
に

つ

い
て
は 、

上
回
万
年
・

橋
本
進
士
口
「
古
本
節
用
集
の

研
究
い

以
下 、

多
く
の

指
織

が
あ
る 。

6

拙
稿
「
『
応
氏
六
帖
』

の

資
料
性
」
『
文
化
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

第
二
十
三

日祭

拙
稿
「
『
応
氏
六
帖
』

と
『
名
物
六
帖
』

il
務
用
体調
・

器
財
築
を
中
心
に

i11」

吋
文
化
女
子
大
学
紀
婆
人
文
・

社
会
科
学
研
究
h

創
刊
号
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